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科学者の芽成長促進プログラム

主担当：大学院 理工学研究科
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企画の目的・目標

目的
理数分野に強い好奇心と学習意欲を持つ児童・生徒たちが，

その「科学者の芽」を自発的・継続的に成長させ開花させる過程を，
大学の持つ研究・教育を含む資源を積極的に活かして後押しする．

目的実現のための具体的な観点と育成目標
企画：科学的な考え方と能力の自律的な成長を促すため

講義・実験・実習・施設見学・セミナー  
→ 科学への興味をさらに伸ばす 知識・技術を身につける

談話会・研修合宿  → コミュニケーション能力を伸ばす
研究体験  → 研究に取り組む方法，知識・技術を身につける

目標：将来は科学者・技術者または科学技術の支援者を目指す人材を育てる． 

重要項目や強化点
○ ３段階ステップアップ方式 → 好奇心・探究心・学習意欲を自ら引き出す
○大学での研究体験  → 通常の学校教育と異なる環境を経験
○広い視野  →   専門だけにこだわらない柔軟性を持つ
○生徒の科学的能力の個性を評価  →  向上のために支援する
○さいたま市・県・埼玉大の有効活用 → 地域や大学卒業生との連携

2R1年から導
入



受講生の育成計画 – 1

育てたい人材像およびそのための能力や資質と目標水準
４つのスキルの修得を通じて科学的な考え方と能力の成長を促す

達成目標
ステップ２：80％以上の生徒が，「将来は理数

系を勉学の道に選びたい」または「職業選
択肢として科学に携わる」と真剣に考えるよ
うになること．

ステップ３：80％以上の生徒が，将来におい
て研究に携わることに関する基礎的な力を
備え，具体的な目標を自覚できるようになる
こと．
（全国受講生成果報告会や各種の理科研
究発表会での研究発表に挑戦する意欲，論
文の公表，次の研究目標の策定と公表） 3



受講生の育成計画 – 2
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個人で研究活動！

具体的な企画の概要

“ステップ１”：本学独自の企画（全ての分野を見て興味を広げるコース）

“ステップ２” （専門知識や知恵を学び研究活動の基礎を築くコース）

・「数学」「情報」「物理」「地学」「化学」「生物」の６分野． 

・講義または実習・実験の講座「ジュニアセミナー」

月１回程度で主に土曜日午後 及び「夏・冬休み集中講座」

合計年１５日程度を実施．
 

・「研究実践講座」の設置：研究活動のための知識や技術の修得．

・「メンター制度」の導入． 

・「科学研究サロン」，「科学英語入門」, 「グループ研究」の実施．
（講師：永澤 明 名誉教授） （講師：Tammo Reisewitz

“ステップ３”（興味ある事に関して研究活動を行うコース）

・本格的な研究活動体験：

第１期(４ヵ月) → 受講生が希望する分野の教員が与えた研究テーマ

第２期(４ヵ月) → 可能であれば，受講生が考えた自由なテーマ

特に!

HiGEPS 英語コーディネーター）



受講生： 小学５・６年生＋中学生 40人程度
選抜： 受講成績評価，または推薦書や自己アピール評価，および筆記試験
対象： (1)ステップ１の受講生

(2)各自治体教育委員会または学校推薦者
(3)自薦の者

コース： 「数学」「情報」「物理」「地学」「化学」「生物」の６専門分野を広く学ぶ
講座企画内容（実績のあるもの）

○講義・実習・実験講座「ジュニアセミナー」「夏・冬休み集中講座」
○科学談話会「ジュニアサイエンスカフェ」
○「研究先端施設見学」
○「女性科学者の芽セミナー」

講座企画内容（新設）
○講義・実習・実験講座

「科学研究入門」「科学の甲子園ジュニア挑戦」
○グループ研究
○小グループセミナー「科学研究サロン」
○「科学英語入門」
○「国内合宿」

【第一段階/ステップ２】「専門分野を知る」

講座内容受講生の育成計画 – 3 全体概要
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（“研究倫理教育”を含む）

（R2 1/11,12“日高・飯能・秩父”で実施. R2・3・4年度は休止）

（R1は新規企画として“工場見学”を２回実施． R2は休止．

R3は1月，R4は10と11月に大型バス利用で）



第一段階プログラム実施状況
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・受講生の様子や特徴

○全体的に極めて“真面目”，“熱心”．
○非常に個性的な子も少なからず含まれている．

・各年度の活動内容(年度毎の改善点中心)およびコロナ禍の対応
○ 月１回開催をベースにした土曜ジュニアセミナー（講義 or 実習． R４年度７月から
は対面とZoomの併用で実施中． ）
○サイエンスカフェ（年に２〜３回． R４年度：６・８・12月に対面で実施． ）
○科学英語入門（年２回．R４年度：11・12月に対面で実施． ）
○科学研究サロン（8月以降月１回.「研究倫理」教育や「グループ研究」の実施も含む.
 R４年度：基本は対面とZoomの併用で実施中． ）
○「グループ研究」に関した実験（12月以降．２回ほど．

R４年度もコロナ対策の上実施．）
○国内合宿（１泊２日．R２年度以降「コロナ禍対応」で休止． ）
○学外施設見学

（R４年度：スペースに注視し大型バス使用．10と11月に実施．３月にも予定. ）
○みんなで科学（実習． R４年度：12月に対面で実施．）
【経年で変更した点】
○地域密着型の企画：地元の工場見学・企業セミナー等の実施（R1年度から．R４年度
は実施＝「学外先端施設見学」．）



受講生： 小学6年～中学生 10人程度
選抜： ステップ２の受講生から，受講成績評価と小論文により評価
コース： 「数学」「情報」「物理」「地学」「化学」「生物」の６専門分野からの選択
企画内容： 研究室配属派遣による個人単位の課題研究
○第１期：選択テーマ（４ヵ月） → 研究の進め方の基礎を学ぶ

・教員提案のテーマ（上記の６分野）から選択
○第２期：個人設定テーマ（４ヵ月） → 可能であれば！ 自らの課題で研究する

・第１期とは異なる分野において研究可能
・テーマは個人で設定することも可能
・適切な教員を選別してもらい指導を受ける

○研究成果報告
・学内中間報告会，学内成果報告会
・全国受講生成果報告会，各種の理科研究発表会，など

〇研究者としての能力向上心の発揮
・グローバル・サイエンス・キャンパスへの挑戦
・科学の甲子園ジュニア予選への挑戦
・科学チャレンジ・グランプリ・国際オリンピック予選への挑戦

講座内容

【第二段階/ステップ３】「科学的探究活動の体験」

受講生の育成計画 – 4 全体概要
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意欲・目標を持たせる！



第二段階プログラム実施状況
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・課題を深め研究テーマや配属先を決めるプロセスや工夫
○R1・4年度：教員から指導可能なテーマの提供→受講生の研究分野希望調査→ テー
マのマッチング→検討会の開催→テーマと配属先の決定．

少なくとも１回目の研究は「教員から提案されたもの」とすることで，短期間でも
しっかりとした“研究”を体験するのが重要と考える．現実としては、テーマを変えて
の２つ目の研究には取り組めていない．

○R2•3年度（コロナ禍の影響を受けて変更）：「テーマ研究」の希望者を確認→受講
生にテーマ（案）を決めさせ取り組み開始→各テーマの指導に適任の教員を選別→
マッチング・面談→研究テーマ・内容の修正→研究の本格的な開始．教員の指導はコ
ロナ対策を考慮の上、各自で選択．メールやZoom等でも可とする．ただし，R3年度
は大学での実験も体験させることとした．

参加者：R2年度 12名の登録．7名が研究を実施．5名がR3年度での実施を希望.
R3年度 新たな進級者は4人に留まるも，昨年度未実施の2名と合わせ6名.
R4年度 ８名が実施中．

毎年２名がサイエンスカンファレンスで発表．



受講生の育成計画-5 年次進行（“新企画”に関して）

初年度（2018年度）
新しい企画を試行

〇選抜：筆記試験を試行する

〇企画内容：研究実践のための知識や技
術を身に付ける新設講座を試行する．

【ステップ３】

〇ステップ２に新設する研究実践のための
知識や技術を身に着ける講座の受講を促
す．

〇研究の中間段階でも報告させるなど，
研究成果報告の回数を増やす．

〇ステップ３を修了した中学生を評価し，
グローバルサイエンスキャンパス（埼玉大
学HiGEPS）への進級を促す．

２年度目（2019年度）続き

〇研究実践のための知識や技術を身に着
ける講座を実施する．

【ステップ３】
〇研究実践講座の受講を促す．

〇研究の中間段階でも報告させるなど，
研究成果報告の回数を増やす.

３年度目（2020年度）以降
本格実施した企画の効果を再度検証

修正し，継続後の方策にも生かす

〇ステップ２および３を修了した中学生に
，科学の甲子園ジュニア予選，科学チャレ
ンジ・グランプリ・国際オリンピックの予選
への出場を促す． 
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R1年度はステップ2, 3の希望者に
“ジュニア数学オリンピック”
対策講座を開催

２年度目（2019年度）
試行した企画の効果を 検証する．

有効と判断された企画を 本格実施．
【ステップ２】
〇選抜：筆記試験を実施する

検証

本格実施

工場見学の実施



受講生の育成計画 – 6

目的達成に向けた指導方針・指導計画

実施体制：「運営委員会」全学の理数系教員16名程度

（シ二アメンターは委員長 田中が兼任）

「支援室」業務協力者(永澤名誉教授 )・

学生スタッフ・事務職員による補佐

受講生の評価計画

・評価に関する細目の作成 → 評価のより定量化・標準化

・評価担当のメンターおよびTA →

・「グループ研究」「科学研究サロン」等を担当するメンター

→ 指定・事前指導・事後評価 ( の実施）

・「研究成果発表会」：中間および年度末の年２回実施

事業実施において
“連携機関”はない.

,“メンター研修”講師) 

事前指導・事後評価

メンター研修

HiSEP(埼玉大生向け高次理数科教育)との連携：
メンター・アウトリーチ派遣



指導体制構築についての状況
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・ステップ２（第一段階選抜者）
主目的は「グループ研究」の体験
○その内容は「研究サロン」での教育と「グループ研究」の研究体験．
○受講者を5名程度からなる“小グループ”に分け，各グループに主・副メンター（大
学院生または学部生）を配置し，テーマを決めて“調べ”中心であるが実際の実験も加
えた研究を体験させている．

・ステップ３（第二段階選抜者）
主目的は「テーマ研究」の体験
○研究室に配属し，本格的な研究に取り組む．
○指導教員の選出と，その研究室学生のメンターとしての協力体制．

・評価に向けて
○各座学等にも参加を促し，レポート提出を指導している．
○それぞれ，研究発表会において「発表」を行うことで総括させる．「評価」へ



受講生の受け入れ体制
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• •
後援体制の確保



実施体制の構築状況
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・学内の実施体制
○運営委員会：理学部・工学部・教育学部からの教員16名で構成している．運
営・プログラム編集（講師依頼を含む），選抜審査等にも関与する．
○「科学者の芽」育成支援室：事務員1名，運営相談役（名誉教授）２名，主教員
スタッフ４名（運営委員会メンバー），学生・院生スタッフ５名程度での構成と
なっている．運営に関した事務作業，講座等の準備・実施，資料作成等を担当す
る．
○大学からの資金の提供：R1〜４年度は「科学者の芽」活動全体（Jr.Dr., GSC, 学
部生向けの３つ）に250万円．
○GSCに関して：２年前から学内の経費内で，多少規模を縮小して実施中．埼玉
大Jr.Dr.修了生にはGSCへの参加を推奨（R2年度８名，R3年度７名、R4年度７名
が新規加入).
○パンフレット（年間プログラム）配布：理・工学部の全教員と教育学部理系教員に配
布することで，活動への理解と協力を仰いでいる．

・他機関・産業界等の学外の連携体制の現状
○埼玉県・さいたま市敎育委員会：これまで募集に関しての協力に留る．公共化へも！
○芝浦工業大学（さいたま市にもキャンパス有り）：GSCでは講師依頼の実績があ
る．
○放送大学埼玉学習センター： Jr.Dr., GSC共通の講座（女性科学者の芽セミナー等）
開催の実績がある．
○（株）TDK（創業者の1人が旧与野市出身）：技術センター見学，実習も伴うセミ
ナー等をR4年度実施．



受講生の募集・一次選抜・二次選抜

ステップ1 
年度を通して

学校（教員）推薦と自薦
の生徒を受け入れ

ステップ2
(1) ステップ１受講生から選抜

年度途中と年度末に，
講座を３回以上受講した生徒から，

講座中の評価・レポート等，進級試験（筆記）で
(2) 各自治体教育委員会または学校推薦

年度当初と年度末に各校5人程度までの生徒から，
ステップ1の１回以上の受講成績，試験（筆記）で

(3)年度末までの総合的な受講成績から候補者を選出も

ステップ３
ステップ２修了生から，
受講成績，レポート，小論文の評価

14

小学5 年生~中学３年生 小学5 年生~中学３年生 小学６ 年生~中学３年生
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受講生の募集・選抜状況
埼玉大学での基本方針： （Jrドクター第一段階） （Jrドクター第二段階）

募集→ステップ１登録→選抜→ステップ２登録→選抜→ステップ３登録
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選抜方法・選抜基準
○第一段階の選抜は，８月には進級テストを実施，3月には受講成績優秀者から進級候
補者を選出することで行う．直前にエントリーシートを提出させる．
○一般枠は３回以上の受講（講座開講の目安：月１回），学校等の推薦枠は１回以上
の受講をエントリーの条件として課している．
○進級テストは，各分野を含む筆記解答（中学受験問題程度）による．さらに，受講
数，受講態度，レポート提出数とその内容等を総合的に判断し進級者を選抜している.
○第２段階の選抜は年度末のみで，筆記テスト（小論文）を課している．エントリー
シートの内容・受講成績と合わせて総合的に進級者を選抜している．

【経年で変更した点】
○R2年度は「コロナ禍」の影響もあったと思われるが，第一段階の受講生数はR3年度
に初めて基準に達した．第二段階の受講生数はR1・2・４はほぼ満たした.

○ R2年度より，第一段階選抜に関し，進級者数の確保も考慮して変更． 
上記のように３月の選抜に関しては，筆記テストはせず，受講・レポート内容から

候補者を選抜することとした．その後，希望調査を行い進級者を決定した．これに合
わせて第２段階選抜の筆記テストは「小論文」のみとした．

募集方法・選抜方法の状況
募集方法
○HP，近隣小中学校へのパンフレットの配布．
○10年以上の継続活動による参加者・関係者からの「口コミ」．
○学内教職員からの勧誘．



指導方法・評価手法の開発状況
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指導方法
・R2年度以降のメンター研修の内容
○永澤または田中がまとめ役・講師となって，グループ研究に関し「どんな状況
か？」「次回にどこまで進めるか？」について，全体で情報を共有しながら協議
し，指導内容を決めている．
○グループ研究の“前”または“後”で実施（9月以降，月１回程度）．

・メンターの役割
ステップ２○個々の「グループ研究」の先導役．

○各グループメンバーのフォロー．評価役も．
○受講生の「グループ研究」を“研究”レベルでまとめさせる責任者．

ステップ３ ○指導教員による「テーマ研究」指導のサポート．
○さまざまな事柄に渡る相談役

評価方法
○受講生への評価の提示や情報の共有に，科学者として求められると考える各項目に
ついて評価を数値化して評価．
○本事業以前は．それを「レーダーチャート」で出力．
○ H30年度末の受講生評価においては評価の出力方法を「ポートフォリオ」に変更．
○年度末に表面の「受講証明書」に加え，裏面を受講のポートフォリオとして参加講
座や提出レポートの一覧とともに，評価の数値の平均値に対して各自の優劣の程度が
わかるようにまとめた表，さらには講師からのコメントを付け印字（次スライド）．



修了者に配布のポートフォリオ例
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注：R2年度以降は「コロナ対応」の関係で記載事項が少ないものも．R1年度のものを例とした．



プログラム全体の主な成果・課題

19

① メンターによる教育補助の効果の検証に関して
② SNS等の活用の効果の検証に関して
③ 科学英語入門の目標設定
④ 学内の他の講座や各種コンテストに積極的に参加させる工夫について
⑤ 受講生未達の課題分析と募集方法の改善に関して
⑥ 受講生評価の出力に関して 

⑦ R01年度新規導入企画に関して
⑧ 「コロナ禍」対応
⑨ 将来に向けた課題と取り組みに関して

これまでの全体評価
計画した企画内容をしっかりこなしており，
①年度毎の受講生の進歩の度合い（前・次スライド）
②コンテストへの自主的な参加状況・結果等の客観的な成果（次々スライド）
等から見ても，十分な成果を上げつつある．

継続課題
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今後の重点課題とその対応策

○進級希望者の確保

○プログラム・評価法の充実

○受講修了者の進路調査

○成果の公教育への波及に向けた取り組み 

○後継担当者の育成

○自前による運営資金の調達



23

①プログラム概要(募集選抜の人数・評価結果を含む受講生の概況) 
概ね安定して受講生を確保できている（スライド５〜８，15, 16参照）．

②第一段階選抜を通過した受講生の選抜前後での評価変化（伸長）の状況
令和元年度のステップ２受講生「5〜9月」から「10〜2月」の15項目に関する

平均の伸長は1.73から2.23（レベル1〜３で評価）で125％．この値，令和2年度
は「1.48」から「1.37」に減少していた． R03年度は「0.91」から「1.73」で
あった． 「コロナ禍」による，母数の減少，選抜者の質の変化，判断基準の違
いがあったのではないかと考えている．スライド20参照．ただし，各年度の比較
はあまり意味がないとも考えている． 

③上記受講生の評価の概要(選抜・評価方法および基準を含む)
概ね良好に機能している（スライド16，17，20参照）．

④受講生の伸長(コンテスト等の実績を含む) 
R３年度のコンテスト等への参加状況はスライド21参照．ステップ３受講生の

うちR1年度に３名（２演題），その後毎年２名（２演題）がサイエンスカン
フェレスン2019〜2022に参加・発表．その2020年の１名は「日本学生科学賞」
で中学生の部 内閣総理大臣賞受賞し, R３年度から埼玉大GSCに参加．

進捗状況のまとめ-1/2
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⑤受講生の伸長とメンター活動を含む指導との関わりの分析 
ステップ２「グループ研究」，ステップ３「課題研究」ともに，メンター

（TA)の補助は重要と感じている（スライド10，11，17参照）．

⑥受講生への評価のフィードバックを含めた個々の学びの PDCA について
年度末に年度内の講座受講やレポート評価から判断した平均の評価を15項

目の能力に関し算出し，ポートフォリオ（レーダーチャートへの変換も可
能）を作成し，個々の受講生に配布している．年次変化や平均との比較も可
能．スライド17，18参照．

⑦第二段階の指導の工夫と評価計画の概要
年度末に口頭の研究発表を行わせ，質疑応答も課している．その内容で判

断可能と考える．

⑧今後の重点課題 
継続して対応中（スライド19，および22参照）．

進捗状況のまとめ-2/2
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